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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期
第３四半期
連結累計期間

第68期
第３四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 29,353,414 28,444,658 38,402,737

経常利益 （千円） 1,423,009 1,229,188 1,979,244

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 946,895 729,004 1,316,856

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,752,573 372,978 1,753,796

純資産額 （千円） 22,912,644 22,949,653 22,908,155

総資産額 （千円） 40,367,982 39,118,326 39,694,577

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 97.01 74.69 134.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 42.3 43.6 43.3

 

回次
第67期
第３四半期
連結会計期間

第68期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 47.12 31.14

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

田中精密工業株式会社(E02241)

四半期報告書

 2/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間における当社を取り巻く環境は、取引先である自動車業界において、日本では引き続

き好調な軽自動車販売により堅調に推移いたしました。海外においてはアセアンなどが堅調に推移したものの、中

国および欧州において減少に転じたことにより世界の自動車販売台数はほぼ横ばいで推移いたしました。

このような環境の中、売上高につきましては、日本における子会社の決算期変更による増収等はありましたもの

の、前期に実施いたしましたタイ子会社の決算期変更および米国における売上構成変化による減収により、28,444

百万円（前年同期比3.1％減）となりました。損益につきましては、日本における増収効果等はありましたもの

の、タイ子会社の決算期変更および米国における減収影響により、営業利益1,067百万円（前年同期比22.1％

減）、経常利益1,229百万円（前年同期比13.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益729百万円（前年同期比

23.0％減）となりました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

① 日本

　売上高につきましては、昨年度より量産開始となりました軽自動車向けロッカーアーム等の増収ならびに、自動

車販売子会社の決算期変更による増収等により、14,011百万円（前年同期比13.8％増）となりました。損益につき

ましては、軽自動車向けロッカーアーム等の増収効果および固定費の圧縮等により、460百万円のセグメント利益

（前年同期比152.4％増）となりました。

② 米国

　売上高につきましては、モデルチェンジに伴う売上構成変化により、8,582百万円（前年同期比13.4％減）とな

りました。損益につきましては、減収影響により、88百万円のセグメント損失（前年同期は312百万円のセグメン

ト利益）となりました。

③ タイ

　売上高につきましては、決算期変更の影響により、5,070百万円（前年同期比22.8％減）となりました。損益に

つきましても同様の理由により、586百万円のセグメント利益（前年同期比9.6％減）となりました。

④ インド

　現在、事業活動を休止しており、売上高はありません（前年同期も売上高はありません）。損益につきまして

は、法人維持費用及びFS活動により、11百万円のセグメント損失（前年同期は22百万円のセグメント損失）となり

ました。

⑤ ベトナム

　売上高につきましては、好調な海外向け製品の販売により、779百万円（前年同期比40.1％増）となりました。

損益につきましては、増収効果および操業費圧縮施策により、195百万円のセグメント利益（前年同期比243.3％

増）となりました。

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、受取手形及び売掛金の減少等により、前年連結会計年度

末に比べ576百万円減少し、39,118百万円となりました。負債の部では、未払費用および有利子負債の減少等によ

り617百万円減少し、16,168百万円となりました。なお、純資産の部では、利益剰余金の増加等により41百万円増

加し、22,949百万円となりました。

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、520百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,640,000

計 32,640,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成30年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成31年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,763,600 同左

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数　100株

計 9,763,600 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 9,763,600 － 500,190 － 324,233

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　2,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,760,000 97,600 －

単元未満株式 普通株式　　　　800 － －

発行済株式総数 9,763,600 － －

総株主の議決権 － 97,600 －

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

田中精密工業株式会社
富山県富山市新庄本

町二丁目７番10号
2,800 － 2,800 0.03

計 ― 2,800 － 2,800 0.03

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,556,145 5,554,200

受取手形及び売掛金 4,046,727 3,573,493

商品及び製品 1,717,155 1,801,412

仕掛品 1,461,760 1,468,726

原材料及び貯蔵品 2,854,893 3,169,489

その他 460,903 700,058

流動資産合計 16,097,587 16,267,380

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,407,522 6,320,987

機械装置及び運搬具（純額） 9,183,922 7,772,144

土地 2,466,544 2,468,903

その他（純額） 657,599 1,708,500

有形固定資産合計 18,715,588 18,270,536

無形固定資産   

その他 211,086 239,330

無形固定資産合計 211,086 239,330

投資その他の資産   

投資有価証券 2,989,454 2,364,795

その他 1,694,660 1,990,082

貸倒引当金 △13,800 △13,800

投資その他の資産合計 4,670,314 4,341,078

固定資産合計 23,596,990 22,850,945

資産合計 39,694,577 39,118,326
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,707,611 1,804,508

電子記録債務 671,773 711,754

短期借入金 5,930,000 7,265,000

1年内返済予定の長期借入金 2,020,300 1,243,943

未払法人税等 45,595 230,987

その他 3,795,814 3,181,049

流動負債合計 14,171,096 14,437,243

固定負債   

長期借入金 1,181,412 443,836

退職給付に係る負債 100,701 107,445

資産除去債務 73,968 74,424

その他 1,259,243 1,105,723

固定負債合計 2,615,325 1,731,429

負債合計 16,786,421 16,168,673

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,190 500,190

資本剰余金 324,233 324,233

利益剰余金 13,441,994 14,044,109

自己株式 △2,666 △2,668

株主資本合計 14,263,751 14,865,864

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,065,453 606,833

為替換算調整勘定 1,105,822 1,333,612

退職給付に係る調整累計額 750,605 265,775

その他の包括利益累計額合計 2,921,882 2,206,221

非支配株主持分 5,722,521 5,877,566

純資産合計 22,908,155 22,949,653

負債純資産合計 39,694,577 39,118,326
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 29,353,414 28,444,658

売上原価 24,522,562 23,792,400

売上総利益 4,830,852 4,652,258

販売費及び一般管理費 3,459,845 3,584,468

営業利益 1,371,007 1,067,789

営業外収益   

受取利息 45,072 57,731

受取配当金 45,786 53,257

スクラップ収入 64,050 54,544

その他 40,300 75,772

営業外収益合計 195,210 241,305

営業外費用   

支払利息 120,134 66,834

為替差損 19,376 9,145

その他 3,697 3,926

営業外費用合計 143,208 79,906

経常利益 1,423,009 1,229,188

特別利益   

固定資産売却益 9,313 4,753

投資有価証券売却益 － 760

特別利益合計 9,313 5,513

特別損失   

固定資産売却損 1,850 38

固定資産除却損 23,306 16,863

特別損失合計 25,156 16,902

税金等調整前四半期純利益 1,407,166 1,217,799

法人税等 △254 265,370

過年度法人税等 56,948 －

四半期純利益 1,350,471 952,429

非支配株主に帰属する四半期純利益 403,576 223,424

親会社株主に帰属する四半期純利益 946,895 729,004
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 1,350,471 952,429

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 337,504 △462,588

為替換算調整勘定 369,600 379,274

退職給付に係る調整額 △305,004 △496,136

その他の包括利益合計 402,101 △579,450

四半期包括利益 1,752,573 372,978

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,201,902 13,343

非支配株主に係る四半期包括利益 550,671 359,634
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

　従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった、㈱ホンダ自販タナカは同日現在の財務諸表を使用し、

連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り決算日を３月31日に変更しております。

　この決算期変更に伴い、当第３四半期連結損益計算書は、平成30年１月１日から平成30年12月31日までの12

カ月間を連結しており、決算期を変更した㈱ホンダ自販タナカの平成30年１月１日から平成30年３月31日まで

の売上高は1,493,835千円、営業利益は64,409千円、経常利益は64,486千円、税引前四半期純利益は64,482千円

であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　四半期連結会計期間に係る法人税等については、当第３四半期連結会計期間を含む年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法によっております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　従業員の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成30年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

従業員１名 795千円 従業員１名 569千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 3,012,529千円 3,022,903千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 39,042 4 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

平成29年10月27日
取締役会

普通株式 48,803 5 平成29年９月30日 平成29年11月30日 利益剰余金

 

 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日
定時株主総会

普通株式 68,325 7 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金

平成30年10月31日
取締役会

普通株式 58,564 6 平成30年９月30日 平成30年11月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

売上高         

外部顧客への売上高 12,314,695 9,910,321 6,571,727 － 556,669 29,353,414 － 29,353,414

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,642,041 － 121,123 － 280,074 3,043,239 △3,043,239 －

計 14,956,736 9,910,321 6,692,851 － 836,744 32,396,654 △3,043,239 29,353,414

セグメント利益又は

損失（△）
182,537 312,329 648,430 △22,806 56,926 1,177,416 193,590 1,371,007

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,177,416

セグメント間取引消去 141,627

棚卸資産の未実現利益の調整額 12,963

有形固定資産の未実現利益の調整額 38,999

四半期連結損益計算書の営業利益 1,371,007

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（連結子会社の決算日の変更）

　連結子会社タナカ・プレシジョン（タイランド）カンパニーリミテッドは、平成30年３月期より決算日を

12月31日から３月31日に変更しており、当第３四半期連結累計期間は平成29年１月１日から平成29年12月31

日までの12カ月間を連結しております。平成29年１月１日から平成29年３月31日までの報告セグメント「タ

イ」における外部顧客への売上高は1,678,933千円、セグメント利益は154,797千円であります。

 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

売上高         

外部顧客への売上高 14,011,550 8,582,838 5,070,304 － 779,964 28,444,658 － 28,444,658

セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,546,381 57,156 116,669 － 391,093 4,111,301 △4,111,301 －

計 17,557,932 8,639,995 5,186,974 － 1,171,057 32,555,960 △4,111,301 28,444,658

セグメント利益又は

損失（△）
460,671 △88,331 586,304 △11,868 195,427 1,142,203 △74,413 1,067,789

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,142,203

セグメント間取引消去 25,986

棚卸資産の未実現利益の調整額 13,385

有形固定資産の未実現利益の調整額 △113,785

四半期連結損益計算書の営業利益 1,067,789

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（連結子会社の決算日の変更）

　連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に記載のとおり、連結子会社㈱ホンダ自販タナカは、第１四半期

連結会計期間より決算日を12月31日から３月31日に変更しております。この決算期変更に伴い、当第３四半

期連結累計期間は平成30年１月１日から平成30年12月31日までの12カ月間を連結しており、決算期を変更し

た連結子会社の平成30年１月１日から平成30年３月31日までの報告セグメント「日本」における外部顧客へ

の売上高は1,490,945千円、セグメント利益は73,526千円であります。

 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　　　　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 97円01銭 74円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 946,895 729,004

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
946,895 729,004

普通株式の期中平均株式数（株） 9,760,747 9,760,746

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………58,564千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年11月30日

（注）　平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

田中精密工業株式会社(E02241)

四半期報告書

17/18



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月13日

田中精密工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　久晴　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　眞弘　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田中精密工業株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から

平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田中精密工業株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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